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1 　はじめに

　前回同様原稿をpdfファイルでお送りいただき，開催担当側でノートを作成することになりました．原稿締め切りにご注意ください[1]．

発表申し込み　8月 2日（金）
(1)
原稿締め切り　8月23日（金）
(2)
2 　執筆上の簡単な注意

本フォーマットに従い，ご執筆下さい．原稿の体裁統一のため，マージンなどお間違いなきようお願いいたします．本フォーマット中の１,３行目の第XX号，No.XXの“XX”には，8月下旬に発行する発表番号を記入してください．また各ページにXX-1からXX-2、と順にページ番号をお願いします． 

2.1 　原稿
　原稿はワード等を用いてA4サイズで作成ください．原稿は6ページ程度でお願いします．上下のマージンは25mm以上，左右のマージンは17mm以上として下さい．

2.2 　文字（色・大きさ・フォント）

文字は原則として黒色を使用して下さい．表題16ポイント程度（英タイトル14ポイント），著者名・所属12ポイント程度，概要10ポイント，本文10ポイント程度をご使用下さい．推奨フォントは，表１の通りです．フォントは，PDFファイル作成時に埋め込むようにして下さい．

表1：推奨フォント

	
	Windows
	Macintosh

	日本語
	MS明朝

MSゴシック
	細明朝，中ゴシック

平成明朝

平成角ゴシック

	英字
	Century, Times,

Times New Roman,

Helvetica, Symbol
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図1：多値論理研究会シンボル

2.3　図，表，写真

　図，表は直接原稿中に張り込んで下さい（図1参照．カラー不可）．また写真は，出来るだけ一カ所にまとめて張り込んで下さい．
3 　原稿提出方法

　PDFファイルで kamiura@eng.u-hyogo.ac.jp まで電子メールにより提出して下さい．なお，印刷スケジュールの関係上，提出期限後の原稿訂正，差し替えには応じかねますのでご注意ください．

4 　論文の公開について

　著者は，原稿の投稿をもちまして，多値論理研究会によるその公開（Web，資料集，CDROM等）を許諾するものと致します．
5 　問い合わせ先

　問い合わせは下記開催担当幹事までお願いします．
〒671-2280 兵庫県姫路市書写2167

兵庫県立大学大学院工学研究科電気系工学専攻
上浦尚武（kamiura@eng.u-hyogo.ac.jp）
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